農業環境技術研究所畑圃場における農作業に伴い巻き上がる土壌粒子に含まれる放射性物質 by 山口 紀子 et al.
農業環境技術研究所畑圃場における農作業に伴い巻
き上がる土壌粒子に含まれる放射性物質













Agitation of radioactive substances in soil particles  




Three weeks after the accident at the Tokyo Electric Power Company＇s Fukushima Daiichi 
Nuclear Power Plant, we determined the activity concentrations of 131I, 134Cs and 137Cs in 
atmospheric dust fugitively resuspended from soil particles due to soil surface perturbation by 
agricultural practices. The atmospheric concentrations of 131I, 134Cs and 137Cs increased because of 
the agitation of soil particles by a hammer-knife mower and a rotary tiller. Coarse soil particles were 
primarily agitated by the perturbation of the soil surface of Andosols. For dust particles smaller than 
10 μm, the resuspension factors of radiocesium during the operation of agricultural equipment were 
































再浮遊係数は、土壌水分量(Wagenpfeil et al., 1999)、
風速(Holländer 1994)、放射性物質沈着からの経過時間 
(Rosner and Winker, 2001)といった環境因子により変動
する。また、人為的攪乱によっても再浮遊係数は増加す















































































































土壌コアは、5 cmの深さまでは1 cm間隔、5～10 cmの
























































ントリー）は、131Iで29.0 kBq m－2、134Csで15.0 kBq m－2、
137Csで15.1 kBq m－2だった。一方、小麦地上部への沈着量
は 131Iで2.27 kBq m－2、Cs-134で0.484 kBq m－2、137Csで
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Bq kg－1 12200 2620 2410 





鋤込み前 a 鋤込み後b 鋤込み前 a 鋤込み後b
Bq kg－1 MBq km－2
0～0.5 cm
131I 6320 ± 227 206 17800 ±  760 553
134Cs 4300 ± 409 358 12000 ± 1150 963
137Cs 4270 ± 395 377 12000 ± 1110 1020
0～5 cm
131I  866  ±  88 163 24600 ± 2470 4390
134Cs  438  ± 103 227 12400 ± 2830 6110




バックグラウンド 刈取り作業中 鋤込み作業直前b 鋤込み作業中
サンプリング時間 min. 238 51 31
平均風速 m s－1 2.0 2.5 4.4
最大瞬間風速 m s－1 5.3 5.4 9.1
Dust－10 μg m－3 167 7190 6130
1回目 2回目
全粒子状物質 a μg m－3  43　±　12 1710　±　2310 1480 1490 1650　±　877
PM10a μg m－3  37　±　9.4 1530　±　2120 863 797 1070　±　694











































































11.0、134Csで16.4、137Csで16.9 kBq m－2 であった。半減
期が8日の 131Iのインベントリーは、鋤込み前土壌の採取













10－6 m－1、放射性セシウムで10－7 m－1 であった。チェル
ノブイリ事故から5～36日後のドイツで観測された放
射 性 Cs の 再 浮 遊 係 数 は、10－5 ～ 10－6 m－1 で あ っ た









高さ1 m、Tersaakov et al., 1994; 2×10－9 ～5・10－7、高さ



















1994;Nicholson , 1988; Rosner and Winkler , 2001; 










バックグラウンド測定時のDust-10 178 43.7 36.9
刈取り作業中のDust-10 20.1 14.6 13.4
鋤込み作業中のDust-10 12.6 15.1 13.8
土壌粒子＜10 μm 7.29 6.70




131I 134Cs 137Cs 131I 134Cs 137Cs
バックグラウンド 17 6.1 5.2 12 6.2 4.5 
刈取り作業中 81 87 81 － 39 36 
鋤込み作業中 43 77 71 18 34 26 
(28)b (66) (60) (12) (29) (22)

























で4×10－6 m－1、放射性Csで7～8 ×10－6 m－1であった。
本原稿は、Science of the Total Environment （2012）425
巻 128－134 ペ ー ジ 掲 載 論 文、Radiocesium and 
radioiodine in soil par ticles agitated by agricultural 
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摘　要
東京電力福島第一原子力発電所の事故から3週間後、
農環研内の圃場において、農作業による土壌攪乱によっ
て巻き上げられた土壌粒子をフィルターに捕捉し、放射
性セシウム、放射性ヨウ素濃度を測定した。ハンマーナ
イフモアによる幼麦の地上部刈取り及びロータリー耕耘
機による鋤込み作業中、粒子径10μm以下の土壌粒子の
再浮遊係数は、バックグラウンド値と比較して放射性セ
シウムで16倍、放射性ヨウ素で5倍に増加した。農作業
による土壌粒子の巻き上げにより増加する大気中放射性
セシウム、放射性ヨウ素の大部分は、2.5 μmよりも大き
い粒径画分に由来するものが主体であった。すなわちこ
れらの農作業中には、粒径の大きい土壌粒子を捕捉可能
なマスクを着用することにより、放射性物質の吸入を大
幅に軽減できる。
